
（一生自分の健康な歯でおいしく食べよう！リーフレット）平成２６年度作成
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監修：長崎県歯科医師会

全身作用

（血液を介して歯質を強化する） （歯の表面に作用して強化する）

局所作用

（「フッ化物」を活用して「８０２０」社会の実現を目指しましょう！リーフレット）
平成２６年度作成

図1　フッ化物洗口に伴う学校下水（総排水口）の中のフッ化物温度
　　（新潟県ほか、200741）

むし歯予防フッ化物洗口事業みんなで  ブクブク  むし歯予防

保育所・幼稚園・学校での集団フッ化物洗口をすすめよう！

フッ化物洗口とは、 から のフッ化物水溶液を口に含み約 秒から 分間のぶくぶくうがいを行った後に吐き出す、むし歯予防方法です

長崎県・長崎県教育委員会・長崎県歯科医師会

人によっては歯のフッ素症が生じるのですか？人によっては歯のフッ素症が生じるのですか？歯みがきでむし歯予防はできないのでしょうか？歯みがきでむし歯予防はできないのでしょうか？

むし歯予防方法としての歯み
がきには限界があります。

病気によってフッ化物洗

がありますか？

病気によってフッ化物洗口を
行ってはいけない場合があり
ますか？

．子どものむし歯が減っているのに
フッ化物洗口は必要ですか？

．子どものむし歯が減っているのに
フッ化物洗口は必要ですか？

集団で行うフッ化物洗口は必要です。
むし歯の状況には個人、学校、市町間で大き

な格差があります。格差を解消する対策として
フッ化物洗口は参加するこどもに有効かつ有益
です。そこで、むし歯予防を従来の歯みがきや甘
味制限に加えて、公共施策として集団でのフッ化
物洗口を導入することで、家庭環境や障がいの
有無にかかわらず、希望する子どものむし歯の
リスク（危険度）を半減することができます。

ありません。
ぶくぶくうがいが適切に行える

こどもは身体の強い弱い、障が
いの有無にかかわらず、フッ化
物洗口を行うことができます。

フッ化物洗口の時に、液を飲
み込んでも大丈夫ですか？

フッ化物洗口の時に、液を飲
み込んでも大丈夫ですか？

誤って一回量を飲み込ん
でも問題ありません。

事前にぶくぶくうがいして吐き出
す練習を行ってからフッ化物洗口
を実施します。誤飲して身体に問
題が起きることはありません。

歯のフッ素症（斑状歯の一種）が生じることはありません。
歯のフッ素症は、乳幼児期にあごの骨の中で歯が作られている時

期に長期間継続して飲料水中の過量のフッ化物を摂取した時に生じ
ます。したがって、4歳から始めるフッ化物洗口では、口の中に残る
フッ化物は微量であるので歯のフッ素症が生じることはありません。

フッ化物洗口液を排水しても地域の環境汚染には
なりません。

フッ化物洗口後の排水中の最高フッ化物濃度は
たとの報告されています（左図）。フッ化物洗口廃液を下水道に排

であっ

水したフッ化物濃度は基準値 の 分の１であり、水質汚
濁法・下水道法に違反することはなく、環境を汚染しません。

集団のフッ化物洗口は地域の環境汚染になりませんか？集団のフッ化物洗口は地域の環境汚染になりませんか？

フッフッ化物洗口には劇薬
を用いると聞きました
が、大丈夫ですか？

むし歯予防のために
調整された洗口液は
劇薬ではありません。

学校で週1回行うフッ化物洗
口のフッ化物濃度は ％
（ です。これは ％以
下であり、普通薬となります。

問題ありません。

安全・安心

個人負担が
必要ですか？

個人負担が
必要ですか？

必要ありません。無料です。
県と市町からの補助金で行う事業です。

簡単

だれにでもできる小さな努力で確かな効果

家庭でフッ化物配合歯
磨剤を使っています。
学校でフッ化物洗口し
ても大丈夫ですか？

　 歯ブラシの毛先が届かない奥
歯の溝やくぼみから発生し易い
むし歯を防ぐには限界がありま
す（右図）。従来から言われてい
るように、歯みがきは歯ぐきの健
康にとって重要な手段です。

　フッ化物洗口と他の局所応
用法を組み合わせて実施し
ても、フッ化物の過剰摂取に
なることはありません。
　フッ化物洗口とフッ化物配
合歯磨剤及びフッ化物歯面
塗布を併用しても、問題はあ
りません。

むし歯予防フッ化物洗口事業みんなで  ブクブク  むし歯予防

溝にたまった歯垢

歯ブラシ

長崎県歯・口腔の健康づくり推進条例 （平成 年 月 日施行）で

は、県民の生涯にわたる歯・口腔の健康づくりを推進するように謳っています。
そのため、ライフステージごとの歯と口腔の健康づくりが重要となります。 高齢

になっても自分の健康な歯で暮らせるよう、 「８０２０」運動が展開されていま
す。先ず、県民の大多数が罹る「むし歯」と「歯周病」のリスクを小さくするような

社会環境の整備が必要です。 歳で ％の人がむし歯になり、 歳以上で
は約 ％の人がむし歯や歯周病で自分のすべての歯を失っています。
むし歯予防対策の鍵となるフッ化物の活用を推進しましょう！

むし歯は多要因で発生する病気です（図下左）。 予防対策としてのフッ化物はむ
し歯の始まりである脱灰（歯の溶け出し）を抑え、再石灰化（カルシウム分の歯
への再沈着）を促進します（図下右）。むし歯の格差の縮小につながります。

フッ化物洗口とむし歯の減少と健康格差の縮小

全国のフッ化物洗口の推移（左図）
全国 市町村 の 施設、

人がフッ化物洗口を実施中です
（ 年 月；速報値）。
佐賀県のフッ化物洗口の成果（右図）

長崎県フッ化物洗口推進事業五カ年計画

「長崎県歯・口腔の健康づくり推進条例」（平成
年 月 日施行）と長崎県歯科保健計画「歯なまるスマ
イルプラン」 ； 平成 年度から 年度にかけて県下の
全保育所・幼稚園・小学校で実施する計画を基にフッ
化物洗口の環境整備に取り組んでいます。

協働
協力体制

協働
協力体制

有効性

８０２０運動とは、８０歳になっても自分の健康な歯を２０本以上残そうという運動です。

経済的

※永久歯の萌出後 ～ 年後が
最もむし歯になりやすい

市町保健担当、教育委員会、
歯科医師会、保育所、学校、

保護者の連携と協働9,025
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健康格差の縮減方策健康格差の縮減方策

集団応用フッ化物洗口実施施設数と実施人数の推移（1983～2014）

むし歯むし歯 フッ化物洗口フッ化物洗口

むし歯予防むし

「フッ化物」を活用して「８０２０」社会の実現を目指しましょう！

むし歯予防のための

フッ化物利用は、WHO

（世界保健機関）、FDI

（国際歯科連盟）等の

世界の150以上の医

学保健専門機関と団

体が推奨しています。
４歳から14歳児（フッ化物洗口ガイドライン）

 ８０２０運動
(ハチマルニイマル）

乳臼歯 中学生～高校生
第一大臼歯の萠出

根面の露出

（E.Newbrun,1978）

平成25年度にすべての小学校でフッ化物
洗口の環境整備を完了しました。佐賀県の
むし歯も歯科医療費も減少しています。10
～14歳の1人あたり国民健康保険歯科医
療費が全国で最低となりました。（全国
9,978円　佐賀県6,942円）

（ただし、2014年は速報値である）

むし歯予防

食生活を
楽しむ

会話を
楽しむ

豊かな
表情を
保つ

 

（小学校の保護者向け「むし歯予防のためにフッ化物洗口をしてみませんか」リーフレット）
平成２４年度作成
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（保育所・幼稚園、学校における集団フッ化物洗口実施マニュアル）平成２５年度作成

(「訪問歯科診療」「居宅療養管理指導算定」マニュアル) 平成２５年度作成

（フッ化物の応用による効果的なむし歯予防 ＣＤ）平成２５年度作成
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通院可能な身体、知的、精神障害者や

有病者の治療を行います。

口腔保健センター歯科診療所

対　象
県下（離島を含む）の障害者を年次計画

で専用の歯科診療車で巡回し診療をいた

します。

歯　科　診　療　車

対　象

一般県民に対する休日救急歯科診療を

いたします。

口腔保健センター歯科診療所

いつでも、どこでも、誰でも

最良の歯科保健医療を

対　象

診療風景

診療風景

診療車

アイソレーションルーム
（鎮静法対応可能）

11

障害者歯科診療障害者歯科診療

33

休日救急歯科診療休日救急歯科診療

22

巡回歯科診療巡回歯科診療

診 療 日　火・水・土曜日
診療時間　９時30分～17時

診 療 日　金曜日
診療時間　10時～16時

診 療 日　日曜日、祝祭日
　　　　　年末年始（元旦を
　　　　　　除く12/30～1/3）

診療時間　12時～17時

長崎県歯科医師会館3階 長崎県歯科医師会館3階

長　崎　県
口腔保健センター

長崎県歯科医師会では、長崎県の

委託を受け、県民の口腔衛生の維持

向上をはかるため、障害（児）者の歯科

診療および休日救急歯科診療を実施

しております。

長崎県下全域の障害（児）者に対し

て、より効果的な保健医療救急体制

の充実のため、地域社会の障害者歯

科医療を積極的に推進することを目

的として、県内各地に協力医を配置

しております。

食べることや飲み込むことがうまくでき

ない発達障害（児）者、高齢者に対し、

摂食指導や訓練を行います。

一般社団法人  長崎県歯科医師会
 　http://www.nda.jp

44

摂 食 指 導摂 食 指 導

55

障害者歯科協力医制度障害者歯科協力医制度

協力医の役割

① 障害者の歯科相談および健診

② 障害者の歯科診療

③ 口腔保健センターへの紹介

④ 基幹病院や長崎大学病院との連携

障害者歯科診療　巡回診療

対　象

摂食コップ

摂食指導風景

ガソリンスタンド 浦上駅

長崎新聞社

NCC

浦上川

原爆病院 新里メディケア
センター

長崎県歯科医師会館3階

北郵便局

長崎県口腔保健センター歯科診療所

Mail：senter@nda.or.jp

TEL：0 9 5 - 8 4 8 - 5 9 7 0
Fax：0 9 5 - 8 4 8 - 5 9 8 0

長崎県歯科医師会館3階 巡回診療車

（口腔保健センター）平成２６年度作成

（マウスガード ポスター）平成１７年度作成

（訪問歯科診療マニュアル）
平成１８年度作成 　　　　　　平成２６年度改訂

基礎編 実践編
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（マウスガード スポーツを安全に楽しむために リーフレット）平成２７年度作成

（小冊子「いい歯いきいきめざそう８０２０  自分の歯を保っていつも歯ッピー」）
平成２７年度発行
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